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1.　正絹 ちりめ んの和服地 として の特性 には，染 めあ

が りの鮮 明さ，し ぼ立 ちをもつ表面 状態， 光沢などとと

もにしなや かさがあ る。こ のし なや かさは着用し た場合

の見た目に美しい垂れ具合一ド レープ性－ と関連し て重

要である。 市販 されてい るちりめんのタテ， ヨコ， バイ

ヤス方向の剛軟度を種々の方法で測定し， ちりめんの種

類な どと関連 させ て考察し てみた。

2.　試料 の正絹 ちりめんは，染色仕上 げ後の市販品，

一越 ちりめん，変りち りめんな どを用い た。 タテ,ヨコ，

バイ ヤス方 向の剛軟 度をカンチレバー，クラ ーク，ノヽ －

トル ープ法 によっ て測定し， ド レープ性はHamberger

のド レープ係数を求 めた。 また，イン ストロンに よる応

カー歪曲線,バイブロンによ るtanδの測定をも併せて行な

ってみた。

3.　平面ド レープ 係数 は30 ～40% のも のが多 く，一

般 の衣料用織物に比べ柔軟性 に富んでいる。 ちりめんの

タテ， ヨコ，バイ ヤス方 向 の応力- 歪曲線は大きく異な

るが，剛軟度はあま り違 わないものが多い。なかには剛

軟度 の方向依存性 をもっ ち り め んもあるが，その違い，

は，カンチ レバ ー， クラーク法よりもむしろノヽ ―トルー

プ法 に鋭敏 に反映 され る傾向がある。


